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九条への想い
　

私
の
学
生
時
代

は
70
年
安
保
の
只

中
。
ど
こ
の
学
校

に
も
安
保
反
対
！

打
倒
佐
藤
！
等
と

書
か
れ
た
大
き
な

立
看
板
が
揚
げ
ら

れ
、
激
し
い
学

生
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
全
く
無
関

心
で
あ
っ
た
私
は
楽
し
い

学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
心

か
ら
平
和
を
願
い
、
二
度
と

戦
争
が
起
き
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
始
め
た
の
は
子
ど
も

を
授
か
っ
た
時
か
ら
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
の
時

期
で
も
あ
り
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

や
が
て
、
野
田
子
ど
も
劇

場
と
出
会
い
、
そ
の
仲
間
と

真
面
目
に
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
全

国
の
子
ど
も
劇
場
の
中
か
ら

核
兵
器
廃
絶
の
運
動
が
起
こ

り
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
た
め

の
舞
台
芸
術
関
係
者
に
よ
る

核
兵
器
廃
絶
の
想
い
を

　
　
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
核
廃
世
話
人
　
　
高
木
慶
子

核
兵
器
廃
絶
を
実
現
す
る

会
」
と
や
た
ら
に
長
い
名

前
で
す
。
今
年
で
、
25
周

年
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
、

広
島
長
崎
で
開
か
れ
る
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
小

学
生
～
青
年
の
数
名
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
被
爆

の
事
実
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
若
者
に
伝
え
、

平
和
を
守
り
た
い
と
願
い

続
け
て
い
ま
す
。

「
九
条
へ
の
想
い
」
募
集
中

　

福
島
原
子
力
発
電
所
の
崩

壊
。
東
電
、
政
府
、
マ
ス
コ

ミ
一
体
と
な
っ
て
伝
え
る
情

報
は
限
り
な
く
不
透
明
で
す
。

　

放
射
能
に
よ
る
被
ば
く
、

周
辺
へ
の
拡
散
、
時
が
た
つ

ほ
ど
事
態
の
深
刻
さ
に
怒
り

と
不
安
が
増
し
ま
す
。
原
発

の
危
険
性
は
以
前
か
ら
言
わ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
指
摘
し
て
い
た
学

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
全

く
マ
ス
コ
ミ
に
は
登
場
し
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
九
条
の
会
で
は
、

長
く
福
島
原
発
で
配
管
の
現

場
監
督
と
し
て
働
い
て
い
た

平
井
憲
夫
さ
ん
（
97
年
癌
で

病
死
）
の
「
原
発
が
ど
ん
な

と
こ
ろ
か
知
っ
て
ほ
し
い
」

を
も
と
に
、
原
発
の
実
態
を

知
り
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
意
見
交

換
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

あ
の
60
余
年
前
の

原
子
爆
弾
で
世
界
に

向
か
っ
て
非
核
を

誓
っ
た
日
本
が
、
同

じ
核
の
脅
威
に
自
ら

突
き
進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

に
対
し
、
こ
こ
で
Ｕ
タ
ー
ン

で
き
る
か
ど
う
か
、
私
達
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

映
画
「
い
の

ち
の
山
河
」
は

日
本
国
憲
法
制

定
を
描
い
た

「
日
本
の
青
空
」

に
続
き
、
今
回

は
憲
法
25
条
の

生
存
権
を
描
い

た
も
の
。長
く
無
医
村
で
あ
っ

た
岩
手
県
沢
内
村
を
乳
幼
児

死
亡
率
ゼ
ロ
へ
と
導
い
た
深

沢
村
長
の
物
語
。

　

こ
ん
な
災
害
の
時
こ
そ
、

命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

勇
気
を
こ
の
映
画
か
ら
受
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
開
催
経

費
を
節
約
し
被
災
地
へ
の
義

援
金
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

「いのちの山河」
延期して上映へ5月 21日 (土 )　① 10 時半② 2 時  

　　　　　  ③午後 6 時　3 回上映
欅のホール　小ホール　( 予定 )　
　前売り 1,000 円　当日 1,500 円
　主催　上映実行委員会　
　　　　　連絡先  04-7157-3555

東北関東大震災復興応援映画会

福
島
原
発
最
悪
事
態

原
発
緊
急
学
習
会
開
催

日時　4月9日 (土 )２時～4時
場所　ギャラリーアートフォリオ
　　　　野田市宮崎56番地

市役所
警察署 ＧＳ花屋

国道 16 号

東電
トイザラス
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普通の職場環境とは全く違う 

放射能というのは蓄積します。いくら徴量でも十
年なら十年分が蓄積します。これが怖いのです。（中
略）例えば、定検工事ですと三ケ月くらいかかりま
すから、それで割ると一日分が出ます。でも、放射
線量が高いところですと、一日に五分から七分間し
か作業が出来ないところもあります。しかし、それ
では全く仕事になりませんから、三日分とか、一週
間分をいっぺんに浴びせながら作業をさせるので
す。これは絶対にやってはいけない方法ですが、そ
うやって１０分間なり２０分間なりの作業ができ
るのです。そんなことをすると白血病とかガンにな
ると知ってくれていると、まだいいのですが……。
電力会社はこういうことを一切教えません。 

稼動中の原発で、機械に付いている大きなネジが
一本緩んだことがありました。動いている原発は放
射能の量が物凄いですから、その一本のネジを締め
るのに働く人三十人を用意しました。一列に並んで、
ヨーイドンで七メートルくらい先にあるネジまで
走って行きます。行って、一、二、三と数えるくら
いで、もうアラームメーターがビーッと鳴る。中に
は走って行って、ネジを締めるスパナはどこにある
んだ？といったら、もう終わりの人もいる。ネジを
たった一山、二山、三山締めるだけで百六十人分、
金額で四百万円くらいかかりました。 

なぜ、原発を止めて修理しないのかと疑問に思わ
れるかもしれませんが、原発を一日止めると、何億
円もの損になりますから、電力会社は出来るだけ止
めないのです。放射能というのは非常に危険なもの
ですが、企業というものは、人の命よりもお金なの
です。 

 いいかげんな原発の耐震設計 
阪神大震災後に、慌ただしく日本中の原発の耐震 

 
 
 

 
 

設計を見直して、その結果を九月に発表しましたが、
「どの原発も、どんな地震が起きても大丈夫」とい
うあきれたものでした。私が関わった限り、初めの
ころの原発では、地震のことなど真面目に考えてい
なかったのです。それを新しいのも古いのも一緒く
たにして、大丈夫だなんて、とんでもないことです。
1993年に、女川原発の一号機が震度４くらいの地震
で出力が急上昇して、自動停止したことがありまし
たが、この事故は大変な事故でした。なぜ大変だっ
たかというと、この原発では、1984年に震度５で止
まるような工事をしているのですが、それが震度５
ではないのに止まったんです。これは、東北電力が
言うように、止まったからよかった、というような
簡単なことではありません。５で止まるように設計
されているものが４で止まったということは、５で
は止まらない可能性もあるということなんです。つ
まり、いろんなことが設計通りにいかないというこ
との現れなんです。こういう地震で異常な止まり方
をした原発は、1987年に福島原発でも起きています
が、同じ型の原発が全国で10もあります。地震と原
発のことを考えるとき、非常に恐ろしいことではな
いでしょうか。 

 原発がある限り、安心できない 
みなさんは、原発が事故を起こしたら怖いのは知

っている。だったら、事故さえ起こさなければいい
のか。平和利用なのかと。そうじゃないでしょう。
私のような話、働く人が被曝して死んでいったり、
地域の人が苦しんでいる限り、原発は平和利用なん
かではないんです。それに、安全なことと安心だと
いうことは違うんです。原発がある限り安心できな
いのですから。それから、今は電気を作っているよ
うに見えても、何万年も管理しなければならない核
のゴミに、膨大な電気や石油がいるのです。それは、
今作っている以上のエネルギーになることは間違
いないんですよ。それに、その核のゴミや閉鎖した
原発を管理するのは、私たちの子孫なのです。 

だから、私はお願いしたい。朝、必ず自分のお子
さんの顔やお孫さんの顔をしっかりと見てほしい
と。果たしてこのまま日本だけが原子力発電所をど
んどん造って大丈夫なのかどうか、事故だけでなく、
地震で壊れる心配もあって、このままでは本当に取
り返しのつかないことが起きてしまうと。これをど
うしても知って欲しいのです。  
 （テキストより一部転載） 

平井憲夫さんは、執筆の翌年（97年）亡くなられました。 

危危惧惧さされれてていいたたととおおりりのの  
事事故故がが起起ここっっててししままっったた 

4 月 9 日   緊急学習会 
テキスト： 平井憲夫「原発がどんなところか知ってほしい」 

 

 

数週間前の私たちなら、ここで語られている原
発作業者たちの日常的な放射線被曝を、些か
の罪悪感を持ちつつも現代社会を支える必要
悪として目をつぶることができたかもしれない。し
かし福島第一の現実はそれを許さない。私たち
は今、そしておそらくは今後かなりの年月、他人
事であったはずの日常的な被曝という恐怖と向
き合わなければならない。そして私たちは、これ
まで平井さんはじめたくさんの原発作業者たち
が引き受けてきたものを自らが体験するはめに
なってようやく、原子力の本当の姿に気づきはじ
めている。その私たちに今必要なのは何か。それ
は、飲み食いするにも「線量」なるものの恐怖に
震えている自分の“身体”に、この先も原子力エ
ネルギーと共に生きる覚悟があるのか問いかけ
てみることではないだろうか。 




